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令和４年第１１回（定例）高砂市教育委員会 会議録 

 

日時 

 令和４年６月２３日午後１時３０分 

 

場所 

高砂市役所本庁舎３階３０１会議室 

  

出席者 

 衣笠教育長、吉田委員、神尾委員、吉屋委員 

 

欠席者 

 山名委員 

 

出席事務局職員 

 永安教育部長、木田教育推進室長、藤原学校教育室長、三木教育総務課長 

 四方生涯学習課長、高橋学校給食課長、福永学校教育課長、太田幼児保育課副課長 

 

本日の会議に付した事件 

議案 

 １ 職員の兼業について 

 ２ 高砂市奨学金受給者の決定について 

 ３ 令和４年高砂市「トライやる・ウィーク」推進協議会委員名簿（案） 

 ４ 高砂市文化財保存活用地域計画協議会会員の委嘱について 

協議事項 

 １ 学校給食費の公会計化について 

報告事項 

 １ 令和４年高砂市議会６月定例会の報告について 

 ２ 令和４年度就学援助認定予定者数について 

 ３ 高砂市教育委員会事業後援・共催一覧について 

その他 

 １ ７月行事予定について 
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---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  議案 １ 職員の兼業について 

 

○事務局  （議案１について説明） 

○教育長  夏季休業中ということで影響はないということです。 

それでは、兼業についてお認めいただきましたので、承認ということです。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  議案 ２ 高砂市奨学金受給者の決定について 

 

○事務局  （議案２について説明） 

○委員    ３ページから４ページの件ですが、所得基準外で「なし」というのが６名です

か。 

○事務局  「合」となっている方が昨年度認定されていた６名で、今年度は基準を満たさな

 いので認められていないということです。 

○委員   「なし」と最後に「否」というのがありますが。 

○事務局  「否」につきましては、昨年度も認められなかったという方です。 

「なし」は、昨年度は申請されていないという「なし」です。 

○教育長  質問があった 13 名は、所得基準外だけれども、昨年度の結果も踏まえて今年度 

      も審査をしていただいて、認められた方の数ですか。 

この 13 人はどんな数ですか。例を挙げてください。 

○事務局  この 13 名の方は２ページの１の基準額に該当していない、当てはまらない方                     

がです。 

○教育長  当てはまらないけれども、申請者の内訳の中の基準外の方が 13 名。その内訳の

13 名の詳しい内容は、３ページに載っている人。結果、申請して決定した数とい

うのは何名ですか。13 名全部決定ですか。 

○事務局  112 名。13 名は基準外で支給対象人数に入っていません。  

○教育長  生活保護の 11 名、所得基準内の 101 名、合計 112 名が受給対象人数という捉え

方ですね。 

所得基準外で 13 名おられたけれども、この方たちは認定はかなわなかった。 

内容はこの２ページという、そういうことですね。 

それでは、議案の２つ目の受給者の決定については御承認いただきましたので、

よろしくお願いします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  議案 ３ 令和４年高砂市「トライやる・ウィーク」推進協議会委員名簿（案） 

 

○事務局  （議案３について説明） 
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○委員   ２年ほどトライやるはコロナ禍ということで１日開催だったと思うのですが、午

前中の訪問先でもその話があって、昨日の時点では各中学校とも、大体生徒数と

同等の受入先を見つけられたという報告を聞きますけれども、今年も１１月です

よね。 

○委員   その時点で、また日が近づいてコロナの様子が変わってきたら、こうなったらや

めますとか、こういう状態だったらやりますという基準は大体考えておられるん

ですか。それとも、受入先は急には決まらないので、とにかく開拓しないと駄目

だろうという動きですか。その辺はどうですか。 

○教育長  後でいいですか。委員名簿といいますか、この委員の方の案の承認について何か

御意見ありましたら。先にそれをお願いします。 

新規の方とか再任の方とかおられるんですか。分かりませんか。 

○事務局  はっきりとは分からないんですけれども、校長先生方が替わられたところはもち

ろん替わっておりますけれども、１から 14 番までの中で今すぐに、この方が替

わっておりますということはお答えできません。 

○教育長  新たな方が８名ほどおられるということですけれども、再任も含めて、この方た

ちに令和４年度の委員をお願いするということです。 

それでは、この「トライやる・ウィーク」推進協議会の委員の名簿については御

承認いただきましたので、また委嘱のほう、よろしくお願いします。 

先ほど質問がありましたトライやる・ウィークの関係、お願いします。 

○事務局  先ほど御承認いただきましたこの委員様に、また７月 19 日に第１回「トライや

る・ウィーク」推進協議会のほうを今、開催予定しておりますので、その場で今

年度の実施の方向性、今のところ 11 月に５日間、コロナ前の状態と同様に実施

していきたいという旨お伝えさせていただきまして、今後のコロナの影響とかを

踏まえまして、協議なされていくことと考えております。 

○教育長  ４年度につきましては、11 月の７日から 11 日、７日の月曜日から 11 日の金曜日

までという予定で今のところは計画しています。本日、欠席している委員から資

料を全員に、「連絡だけしておいてください」と言われたのですけれど、これを見

たら、医師会の副会長から委員に、医師会の会員さん宛てに、できるだけトライ

やる受入れに関して協力をしていただきたいという旨の連絡があった。ただ、コ

ロナ禍でもありますので、受け入れるときには、しっかりと感染の防止対策をや

りながら、患者さんも来られるような医療機関ですので、なかなか難しいという

話がありましたけど、医師会のほうも、できるだけ前向きに考えていきたいとい

うことを検討中ということで、ちょっとお知らせします。 

ほかに、トライやる・ウィークのことでの御質問でも結構ですので、何かありま

したら、お願いいたします。 

今のところは実施予定だけれども、そこは、もうちょっと直前になるまで確定は

していない。 
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○事務局  ほぼ受入れのほうも申請がきていますので、ここまで事業者も学校も頑張ってい

ただいていますので、極力ぎりぎりまで粘って、トライやる・ウィーク実施の方

向でと今の時点では考えています。 

○教育長  議案の３つ目の委員の名簿につきましては、先ほど申し上げましたように、御承

認いただきましたのでよろしくお願いします。 

○委員   コロナがもっと広がったときに、ある程度広がってきて、受入先には行けないけ

れども、学校内とか、ここの施設だったら受け入れてくれるとか、そういう第２

案、第３案みたいなことを考えておかれたらいいと思うんです。特に２年生、３

年生はこれが全然できなくて、１日で公園に集まって掃除したといって、どこが

トライやるなのかと思いました。だから、せっかくトライやる・ウィークという

のは、兵庫県が始めて全国に波及して、それで大きな事業になっているので、そ

こはやっぱり兵庫県として、コロナ禍でもこういう形で出来ますみたいな。する

かしない、ゼロか１じゃなくて、その間を取るような、そういうシステムを考え

ていただいて、何とか開催の方向に持っていくような、そういういい知恵を出し

ていただけたらなと思います。 

○事務局  貴重な御意見ありがとうございます。そのような対応も含めまして、また代替案

等を検討というあたりで考えさせていただきたいと思います。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  議案 ４ 高砂市文化財保存活用地域計画協議会会員の委嘱について 

 

○事務局  （議案４について説明） 

○教育長  会員の委嘱の案をお示ししております。 

会員が決まりましたら、会員の中の互選によって会長さん、副会長さんを決める

ということですね。 

それでは、特に御意見もないようですので、承認ということで、これにつきまし

ては、この委嘱（案）で進めていただきたいと思います。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  協議事項 １ 学校給食費の公会計化について 

 

○事務員  （協議事項１についての説明） 

○教育長  給食費の公会計化について説明させていただきました。何か御質問ございますか。

これまでと大きく変わらない部分もありますし、変わっていく部分もあります。

そのあたりを見ていただいて何かありましたら。 

○委員   精算対象ですが、長期欠席、事前に申出があり、連絡して５食。飛び飛びの５食

は入らないということですか。 

○事務局  事前に、今日から５食以上休む場合は、その分に対して精算を行うという形です。 

○委員   飛び飛びで、１か月で結果的に７食食べませんでしたというのはどうです。 
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○事務局  ではありません。 

○委員   その違いというのはどういうことですか。 

○事務局  給食の物資につきまして、業者のほうに物資を止めます。それで供給が、連続で

しないと、この日の分は減らして、この日の分は追加というのはちょっと難しい

ので、連続とさせていただいております。 

○委員   今のところで申し訳ないのですけど、「事前に申出があり」という、この「事前」

ってどれぐらい前に言えばいいんですか。 

○事務局  今日もし連絡があって、明日からとかいう形ですね。 

○委員   前日ぐらい 

○事務局  あまりないと思うんですけど、今日、突然、こういう長期があるならば、大体学

校が聞いた翌日から５日間と計算しております。 

○委員   公会計化とすこし関係ないかもしれないのですけど、滞納なんですけれども、今

の状況で滞納者とかって目立っておられるんでしょうか。払い忘れとかじゃなく

て、もうずっと長期にわたって払えない家庭とかって、給食費に関してあるんで

しょうか。 

○事務局  令和２年度につきましては、なかったんですけれども、令和３年度につきまして

は、今現在、やはり数名いらっしゃいます。１年間未払いの方もいらっしゃった

り、１か月間だけ未払いの方もいらっしゃったり、それぞれです。ただ、その方

に関しましては、今年度も学校のほうを通じて払っていただくようにお願いをし

ていくつもりです。 

○教育長  滞納の話もありましたけど、そういった面でも課題はないことはないのですが、

そこの対応は担当課にお任せしていきたいと思いますので、よろしく願いします。 

ほか、何かございますか。 

今後、また条例決定の案が出来ましたら、そのときにまた見ていただいて、御意

見いただきたいと思います。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  報告事項 １ 令和４年高砂市議会６月定例会の報告について 

 

○事務局  （報告事項１について説明） 

○教育長  予算の関係と一般質問等の関係とありますけれども、どこからでも結構ですので、

御質問なり御意見がありましたらお聞かせいただきたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

○委員   議員のヤングケアラーのことについてですけれども、今、高砂市内では、そうい

う状況だという具体的な数字とかはつかんでおられるんですかね。 

○事務局  学校教育課としてヤングケアラーがこれぐらいいるというのは、今ははっきりと

は、また健康こども部、他部等の状況につきましては、今ここでは手持ちがあり

ませんので回答できません。 
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○教育長  疑いがあるかなと教師の目で見た把握ぐらいしか。明確に「この子は」というと

ころまでのことの把握というのは。十分できていますとは言えない状況というこ

とですね。 

○委員   これは、いじめ問題とまた違って、アンケートとかがとりにくいところがありま

すので、どうやって把握するか。学校運営協議会の話でもあったように、地域の

人たちの目で見ていただくというのが学校の教職員よりも一番確かかなと思い

ます。 

○教育長  どんな把握の仕方をしているかというのは、今のところはどんな状況ですか。 

○事務局  子供の会話、主にそのやり取りの中から「あれっ」と思うようなところ、家庭環

境とかを含めて総合的に。教育長もおっしゃったように、「これだから」という明

確な基準とかというのはありませんので、「そうかな」というところで気になる

というような感覚と認識しております。 

○教育長  また、学校を休みがちで、不登校になってしまっているけど、どんな状況で学校

を休んでいるのかとかいうことを。言動や服装などから、虐待とはまた少し違う

んでしょうけれども、そういった形でしっかりと子供の様子を見、学校では関係

部局が連携して、会議の中で家庭の状況を把握している部局もありますので、そ

のようなところから「この子供さん、どうですか」というような話合いをされて、

そこから見つけ出してフォローしていくということを。学校の先生の目だけでは、

抜けてしまうところがありますので、もっと連携というのをやっていきながらと

いうことですね。 

○委員   この前の人権のときのＤＶＤの映画の中に、それを見て思って、近所の子とかを

見ていても、結局は学校ではしっかりしている子だと思うんですよ。すごくしっ

かりしている。服装なんかもしゃきっとして、非常に面倒見のいい、この子はし

っかりしているなと思う子が実はヤングケアラーだったようなところが。いじめ

られて何か持ち物がなくなったとか、最近これ、洗濯もしてないんじゃないのか、

そういうのとは多分違うような気がするんです。なかなか学校では見つけにくい

のかなという気がするんです。ここで答弁にあったように、養護教員と連携して

ということと、どうやって見つけるかというのがすごく難しいなという気がする

んですね。やっぱりそこは地域の力なのかなという気がしますね。 

○委員   それに関わることなんですけど。今おっしゃったように、たとえ学校の先生であ

っても、なかなか見つけにくい、把握しにくいところって結構この問題にはある

と思うんです。どこからをヤングケアラーというのと。認定じゃないけどね。こ

の状況であればヤングケアラーですと。家のお父さんとお母さんが働きに出て、

遅くまで帰ってこない。妹と弟の面倒を見ている。それだけのことをヤングケア

ラーに認定するかどうか、その辺の判断基準というものを明確にして、子供にも

分かるようなもので、子供たちから「私、実は、じゃ、こういう状況や」という



 

 7 

のを聴取することはできないですかね。地域も見ていても、やっぱりなかなかね。

よほどでないと分からないと思うんですけれども。 

○委員   世の中がヤングケアラーと言い出したときに、実は自分もヤングケアラーだった

んだなと今頃気づた訳です。本人にとっては普通のことなんです。私の場合は看

病していたわけではなく、母がいなかったので、妹と、父の食事の世話、家のこ

とを小学校２年生のときからやっていたので。どこがほかの子と違うかというと、

学校から帰っても自由時間が全くないのです。なので、放課後に何か集まって学

級新聞を作りなさいとか言われても参加できなかった。そういうことで先生は分

かるだろうなと思うんですけど。多分見ていても分からなかったし、本人も特別

なことだとは思ってなくて、みんなやっていることだと思っていたんです。です

から本人からもなかなか聞き出しにくいと思いますし、学校以外の時間、放課後

の時間をどう過ごしているかということを、やはり先生が、少しずつお話をしな

がら聞いていくしかないんじゃないかなと思います。 

 把握ってすごく難しいですけれども、何とかして見つけてあげてもらいたいと

思いますし、子供の頃に遊べないということは、多分どこかでひずみが出ている

と思うんのです。だからといって、おかしな人間に育つわけではないと自分では

信じているんですけれども、本人は気づいていないけど、周りから見たら、かわ

いそうな存在なんですね、そいうのは。だから子供は子供らしく、大人に甘える

とか、そういうことも１つ味わってもらいたいですし、見つけるのはとても難し

いと思いますけど。私自身、小学校、中学校の９年間、先生たちは一切御存じな

かったと思います。家庭訪問のときには父はいましたけれども、大変だというイ

メージは、先生は持たれなかったので。介護や看病なんかをしていると、もっと

制約を受けると思いますので、見つけてあげてほしいなというのを思います。 

御近所もあまり知らないと思います。御近所付き合いもできないの、おそらく子

供は大人とそんなに接しないので、御近所の人も把握できないと思います。やは

り学校の先生が注意してよく対話をするということが大事なのかなと思います

ので。ぜひともそういう余裕を持って接してももらいたい思っています。 

○委員   先ほどちょっと説明不足で。市人教の総会の後のＤＶＤの試写会があって、今年、

人権推進室が買ったＤＶＤがそのＤＶＤで。僕が思ったのは、本当に分かりにく

いので、そのＤＶＤの中身も、やっぱり担任の先生は分からない、地域の方がサ

ポートしてくれて、子供がやっと自分がそういうことだというのが分かる。まさ

に今、委員がおっしゃったような中身だったと思うのです。ですから、そういう

ことを、ＤＶＤを使って、それを学校現場で夏休みの研修とかで、30 分ぐらいの

ものですので。見ると、こういうことじゃないかなというのが、今、委員のお話

の中身がもっと具体的に分かるのかなという気がするのです。１つの研修の材料

になるのではないかという気がします。 
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○教育長  本当に明確な顕著なところでの問題であれば把握できるんですけど、なかなか難

しいですし、分かったときの対応についても、家庭内のデリケートな問題ですか

ら、対応についても慎重に行う必要があるという、本当に難しいといいますか、

捉え方、捉えた後の支援の仕方については十分配慮したかたちで家庭の状況も把

握して、子供さんの様子、性格なんかにもしっかりと配慮していって。やっぱり

自分がすごくいいことをしていると思っとるのに、何か駄目なことをしているみ

たいな感じで受け止めても、それも困りますから、そのあたりをしっかりと。ま

ずは学校の教師なり、担当の関係部局の担当者がヤングケアラーについて理解す

ることから、まだそこが十分できていない部分もありますので、そこからまずし

っかりとやっていきたいと思います。 

教育委員さんの御意見を聞きたいのが生理用品なんですけれども、中学校に試行

的にトイレにも置いていただいて、そのことによって、なかなか、今までだった

ら個別の体の悩みについてとかの相談に乗ったりするようなところがあったの

が、ちょっとそれが減ってしまっているという１つの課題もあったり。だから、

小学校なんかにおいても、トイレに置いといて自分でというだけでいいのかとい

う、発達年齢的なこともあったりするので。小学校は保健室に置いて取りに来る

ようにして、中学校についても、できるだけ保健室に取りに来なさいということ

ですけれども、試行的にトイレにも置いて、急な場合とか、本当に保健室に行っ

て相談しにくい子供さんについての対応を考えたら、置いてみましょうかという

状況です。養護の先生に聞きましたら、どちらかというと、やっぱりそういった

機会に相談していたのが減ってしまうのはどうかなと。ただ単に置いておいたら

便利やからという問題ではないというような声が多いのですが。質問された議員

さんは、「何で置かないのか」という考えも一方であるという状況なんですけど。

教育委員の皆さん、どう思われますか。参考のために聞かせていただけたらと思

いますけど。 

○委員   なかなか男の委員さんたちには分かりづらいと思いますけど。大人なら置いとい

たらいいと思います。特に小学生なんかは、１つ事例があったんですけど、始ま

ったなと思って、親もそのつもりにしていたら、血尿だったんですよ。だから、

分からないで子供の浅い知識でやっていたら違う場合もありますから、やっぱり

小学生の場合は保健室絡みのほうがいいと思います。分からずに、本人もすごく

戸惑ってびっくりするときもありますし。中学生でもちょっと心配です。遅い子

だと中学校になってからという子もいますし、体調がすごく不安定な時期なので、

まだまだ自分で分かっていて、自分の体のペースが分かってという状況ではない

ので、私は並行して、まず保健室へ行って、保健室の先生が「じゃ、トイレに置

いてあるのを使って」というようなパターンのほうがいいのではないかなと思い

ます。 



 

 9 

いきなり置きっ放しというのは、いたずらの対象にもなると思いますし。男の子

なんか、見たいとかいう子がいましたからね。そういうのにちょっといたずらし

てみようかなとかいうことにも関わるかもしれません。委員にもお聞きしないと

分からないですけれども、まだちょっと小学生、中学生が本人の判断でというの

は怖い年齢だと思っています。 

○教育長  実際に中学校の担任とかをしていた委員、詳しそうですが、どう思われますか。 

○委員   孫が、ちょうど最初のときになりそうかなみたいなことを、つい１週間か２週間

前にやっていて、そしたら母親が「こうするんだよ」みたいなこと、「保健室に行

ったら保健の先生がいろいろ教えてくれるから、もしなったらそうしなさいね」

ということを、ついこの前言ってました。僕も聞いていて、そらそうだなと思っ

て。いきなりそうなったときに、トイレのやり方を教えていたみたいですけれど

も、自分で一人で行ってトイレでというのは、ちょっとまだ無理だよねと思いな

がら。やっぱりそうすべきかなと思って、この前、思いながら聞いていたんです

けれど。やはり特に小学生については、まずは保健室が優先で、慣れてきたら当

然、高学年になったら、自分で使えるようになったら、両方であったらいいのか

なという気がします。 

○委員   ちょっと分からないです。トイレに常時置いているのと、一旦保健室から先生か

ら預かるのと、常時置いておく必要性というのはどういうところなんでしょうか。

やっぱり急を要する場合が多いんでしょうか。そんな時間もないとか。 

○委員   大人の場合だったら、すぐにあったら便利ですよ。それこそ汚れずに済むから。

まだそういう状況ではないと思いますから。 

○委員   やはり健康状態を、保健の先生と接することによって、先生のほうも「あ、この

子は今こうだな」とかいうのを分かってもらうという意味で。置きっ放しってち

ょっと乱暴なような気も、分からないなりにも思いますので。 

○委員   多分言うのが恥ずかしいだろうから……。 

○委員   そういうのがあるのかな。 

○委員   自分でできるようにということで学校に置くという話が最初に出たと思うんで

すよ、世の中で。保健室に行って先生に言うというのがちょっと恥ずかしいし。 

○委員   そこからですか。それを買う費用とか持っていくとか、その辺の問題ではなくて。 

○委員   それも後から出てきましたけど、最初はやっぱり言えなくて、そのままというこ

とも最初に出てきていたと思います。それで、なるべくこっそり自分でもできる

ようにという話もあったんです。それの弊害も結構ね、分からないでやっていま

すから。それでお母さんとそういう話ができない子も今いっぱいいるんですよ。

お母さんと一緒に住んでいないとか、朝起きたら、もうお母さんは出かけちゃっ

ていて、自分が寝てから帰ってくるとかいうおうちもありますし。そうなると、

やっぱり保健の先生とか誰かが相談に乗ってあげないといけないと思うんです

ね。手っ取り早く自分でという年齢ではないと思います。 
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○委員   そういうお話を聞くと、今の形がベストかなと。小学校のうちは、ちょっとワン

クッション、先生からもらうようにして、中学生ぐらいからは自分の判断と併用

してというところになりますけど。 

○教育長  ここ何回かこの質問が続いているので、皆さんの御意見を言っていただいて、あ

りがとうございました。 

○委員   気になったんですけど、高砂型学校運営協議会、ＥＳＤの理念をしっかりととい

う。これはどういう意味なんでしょうか。持続可能ということで、一気に盛り上

がって下らないようにという意味なんですか。どういう意味でこれ、ＥＳＤの理

念をしっかりって、どう取ったらいいのですか。 

○事務局  そのＥＳＤの理念というのが、持続可能な社会の創り手をつくっていこうという

ことで、学習指導要領にもそういう理念が示されています。学校教育全体的には、

最終的にはそのようなことを目指しているのです。そういう視点を地域のほうに

も、学校運営協議会を進める上で、地域の方、その中に児童生徒の声とか、そし

て学校の声とか、いろんな声が入ってくる中で、１つの目指すところとして、地

域も学校も子供たちもみんな、持続可能な社会をつくっていこうという人をつく

っていったらどうなのかということを、学校運営協議会を進めていく中で忘れず

に持っておいていただけたらというふうに、こちらとしては認識しております。 

○委員   そういう意味なんですか。今この言葉がすごく一人歩きしていて、何にでもくっ

つけて言うんですけれど、具体的にどういう施策があるのかなとかいうと、いつ

も分からなくなるんです。例えば教育委員会で、これに関しては、具体的にはど

ういうことをするというのはあるのですか。 

○事務局  本当に話し合う中で、その話合いの場として、今までいろんな人が一堂に会する

ことがなかったのです。学校運営協議会というところで一堂に会して、その中で

地域の人たち、大人たちに関わっていただいた児童生徒が、大きくなったらこう

いうふうに自分たちもやってみたいなということが、ずっと同じようなサイクル

でつながっていくことによって、地域に対する愛着とかそういうことも深まって

いき、地域、それが大きくは市全体に広がって、高砂市の活性化につながってい

けばというような、大きくはそのイメージです。 

いろんな地域で具体的な形で学習支援とか、地域の方が関わってくださっていて、

実際にそれを受けている子供たち、先生たちもありがたいなというところが進み

始めているとは思いますので、それをどんどんどんどん活性化できればと考えて

おります。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  報告事項 ２ 令和４年度就学援助認定予定者数について 

 

○事務局  （報告事項２についての説明） 
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○教育長  第１次認定の数をお示ししています。令和３年度と比べると、若干ですけれども、

令和４年度の当初の認定率は減っているという感じではありますけれども。コロ

ナの影響、その辺もあって数は減っています。 

○委員   そのあたり、４年度当初で高砂地区校区が 30.1％と突出しているのですけれど

も、ほかといろいろ数値を比べて。これは何か要因って具体的にあるのですか。 

なかなか難しい微妙なことだと思うのですけど。すごく数字が。 

○委員   小学校は低いのに、不思議です。 

○委員   ３年度と比べても、ほかのところの３倍近く数字が上がっている。 

○教育長  これにつきましては報告させていただきましたので。今これは第１次認定ですか

ら、また随時、認定第２次、第３次とあるので、第１次はこの数で報告させてい

ただきました。よろしくお願いします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  報告事項 ３ 高砂市教育委員会事業後援・共催一覧について 

 

○事務局  （報告事項３についての説明） 

○教育長  後援の部分と共催の部分とがありますけれども、後援のほうの６番の承認決定日

が空白になっていますので、説明をお願いできますか。 

○事務局  第 23 回加印平和のための戦争展についてですが、例年、教育委員会のほうでお

諮りさせていただいているものですが、今年度８月 12 日から８月 14 日開催とな

っております。状況について、高砂市あるいは近隣、加古川市、稲美町、播磨町

のほうにも事前確認しておりますが、現状で今のところ、どちらも承認というこ

とをお聞きしております。 

内容に関しましてですが、令和３年度と比較しまして、例年言われている平和の

ための戦争の展示と講演会、各種行事となっているんですけど。例年行われてい

る記念講演のタイトルが「91 年前、日本はなぜ戦争を始めたのか」ということで、

講師、小南浩一さんとなっています。あと、ビデオ上映会を、去年までは１つだ

ったのが２つ、講演会が昨年は２つ行われていたのが今年度は１つで、「憲法と

戦争を考える」、講師、明日わか弁護士という内容となっております。 

生涯学習課長からは以上です。 

○教育長  ここ何年間かは承認いただいていますが、一度だけ承認がしにくく、その時は課

題があるということで承認をしていないことがありました。そういうことがあっ

たので、今回、確認をさせていただきました。 

      ６番の部分につきましては、大きな問題はないため、市のほうも承認していると

いうのもあり、今回、承認ということで御理解いただきましたのでよろしくお願

いします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  その他 １ ７月の行事予定について 
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○事務局  （その他１についての説明）  

○教育長  行事予定の説明と、来庁者の方の駐車場の変更の計画図をお示しして説明をいた

だきましたけれども、何か御質問はございますか。よろしいですか。 

○事務局  口頭で１件、追加で御報告させていただきます。 

今年度、令和４年度の新規事業としまして、高砂市から学校給食会へ食材購入の

補助金がありました。こちらのほう、「笑顔イキイキ、わくわく給食」という事業

なんですけれども、コロナ禍の中で子供たちは黙食が続いております。その中で、

子供たちがわくわくするようなスペシャルメニューを実施して、学期に１回なん

ですけれども、年３回、いつもの献立をちょっとバージョンアップした形で提供

したいと考えて、予算のほうを頂きましたので実施をするものでございます。 

１学期なんですけれども、７月１日、小学校と高砂中学校と荒井幼稚園のほうで、

７月６日は給食センターの中学校ですね。荒井中学校、竜山中学校、松陽中学校、

宝殿中学校、鹿島中学校のほうで実施したいと思います。 

スペシャルメニューなんですけれども、いつものカレーライスなんですけれども、

こちらのほう、神戸牛を買いまして、神戸牛のカレーライスという形で、あと、

サラダ、牛乳、シークワーサーゼリーという形で事業のほうを盛り上げたいと考

えております。 

７月１日にさせていただいたのは、ふるさと高砂という思いもありまして、高砂

市の市制記念日であります高砂市の誕生日という形で１日を選んでおります。 

２学期の予定なんですけれども、今のところ 10 月 14 日を高砂小学校、荒井小学

校、米田小学校、米田西小学校、高砂中学校、荒井幼稚園というＡグループ、も

う１つのＢグループのほうの伊保小学校、伊保南小学校、中筋小学校、曽根小学

校、阿弥陀小学校、北浜小学校を 10 月 20 日という形で。あと、給食センターの

５中学校を 10 月 26 日という形で２学期のほうも今準備を進めております。 

また、３学期に関しましては、また献立等、検討しながら実施の日を決めていき

たいと思います。  

○教育長  わくわく給食のお話でした。１学期につきましては７月１日の小学校、高中、荒

井幼稚園、７月６日に給食センターから提供される中学校にということです。カ

レーに神戸牛を使うと。２学期につきましても、10 月の 14 日、20 日、26 日と予

定をしていると。３学期も、学期に一遍ということですから、そういった形で今

後も続けていきたいと思います。  

---------------------------------------------------------------------------------- 

令和４年６月２３日 午後３時１１分 教育長会議の閉会を宣言 

---------------------------------------------------------------------------------- 

 


